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して理工学研究科応用物理専攻が開設された｡

昭和 42年に理=学部が理学部と工学部とに分離 したとき,当学科は大学設

置基準においての物理学の応周.把〉関する学科せもて,.,理学部に所属 して現在に

至っている｡ しか し,4年次学生の少数は工学部印写工学研究施設や原子炉工

学研究所の研究室で卒業研究を修得 している｡

夜お,東工大の大学院充実の方針に沿い,学科の学生定員の 15多の減少が

昭和 4占年度 よb実施され,また将来 この減員に見合 う修士定員増加の計画が

案 として現在出されているO

(なお,本稿は聾者の個人 としての記述で,組織 としての.当学科か らの投稿

で豪い ことをかことわbしてお く｡)

早川研究室

東工大の応用物理学科がまず きわめて不明確夜地位を しめていることと,私

(早川)の学問的遍歴のせい もあって,私たちの研究室は物性 とい う広いフィ

ール ドの中にあって, ∝10人 日の野手 }Iをもって任 じている｡テキサス リー

ガーにをbそ うを打球をうけとめようとい うわけである｡ その意味で私たちの

現在おかれている立場はきわめて適切であb,一同まずは満足 しているo しか

し,テキサスヒットとい うのはどこに出るかわか ら夜h o やはれ どこか少数

箇所牽中心に辛抱強 く頑張っている必要があるo

研究室の主題は2つある｡

伎) 主として有機分子結晶の光物性 ･放射線物性 :このテーマ自身は現在や

や行づまDを見せ,応用の可能性 もさ,だかで貴 く,ファウルボールをうけ とめ

ているようを感 じが しないでもをい｡ しか し,掘 b下げればまだまだ宝･(ex-

citon,エネルギ移行,連体生成 と再結合をど)は壊れている｡ 私充ちがこの

点にまだ頑張っているのは,こうした宝さが しよDも,結晶の光物性の非線形

現象やゆらぎの現象をあつか う適格をモデルの一つと考えるからであるo

そのね らいは,つぎのテーマでは八方破れの形で現れて くる｡

(2) 微粒子および粉体の物性 :微粒子の物性は,結晶 ･薄膜 .ホイスカーと-

い う線の延長上にあるoサイズ効果の理論的考察が最近ようや く緒についたが,
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実験的にはまだ全然手がついていをh o さらに表面効果が表面電子状態 とい う

ややっこしいお荷物をもって(っついているo しか し,物性論興味か らも実用

上の問題からもさけて通るわけにはいかをいところである｡道が夜hので,珍

まみれになって測定 しつづける しかを-ho光学的性質を中心にして,現在では

電気的性質 .熱的性質を織 bまぜて,全 くグ1)ラ的研究をつづけている｡ 金属

微粉末,酸化物や硫化物の粉末,あるいは非晶体粉末等を扱 っているO

私たちの仲間は芥川 ;阿部の両氏 (助手) を軸に,博士過程 4名,修士過程

5名,研究生 1名に卒論生が加わろ小グループである○

岡田･川久保研究室

応用電磁気学講座は形式的に嫁岡田,川久保研究室解わかれているが,予算,

設備,研究グループの組合わせをど,すべての面で薄然 としてや れ,流動的で

ある｡ スタッフは岡田教授,川久保,助手の橋本氏,税 島氏,技官の林さん

(事務のみ)の5^であD,その他に大学院生がI)C,班C併せて 12人(4占

年 5月現在) いる｡

研究の対象 と七 ている分野は物質でい うと金属間化合物強磁性体,磁性酸化

物半導体をどが主査ものであ9,測定の手段は静的な電気的,磁気的測定,

24〔Hiz,70〇･Hz の 五㌧SR,および 50-DMHz までのス ピンエコー法 hTMR

をど全体 として動的測定にやや重点がおかれているo 葱お これ らの装置は発振

慕,測定用計器をどを除いて,ほとん どが手製であるb

具体的を研究テーマは多岐にわたっていて,数人のダイt,･一･プで行っているテ

一三もあれば 1人で行っているテ-.マもある｡ 比額的大 き恵テーマか ら列挙す

ると,橋本,山口らのグルーブが こ こ数年来手がげでいる CT-Te系金属間化

合物の磁性の問題が奉るo 実際匿とbあげた物質は Cr7T･eB,CT21TQ5であ

るが,これ らを Cr卜 ⅩTeと暮せ表わすと,高温の帯磁率.Oデータからは価電

子状態は Crl誓Ⅹ cr25去Teであ-て,低温では強磁性への転移が嘩 ることが

予想遷れるような結果であるにもかかわらず,1実際に低温七実現 している飽和

磁化はフェ 7)磁性 と考えざるを得をいよう夜値であるt}こ-のようを異常を嘩気

転移の究明が このグ)i/-プで現在行覆われ_ている0
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